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Living Environment of Flag-shaped Housing Lot 
-Analysis of All Houses in Machida, a Typical Suburban Housing Area- 
 
Ch. Namiko MINAI 
Akiko MUROTA, Mieko FUJISAWA 
 This Research shows outline of Flag-Shaped housing lot in Machida City. Questionnaire to residents of Flag-Shaped housing lot 
shows keys for future living environment of their area. The research shows that Flag-Shaped housing lots are frequently found in Land 
Readjustment areas. Reserved lots for sales are subdivided to small pieces of land. Odd shaped Flag-Shaped land are more found in 
sloped areas, especially just outside of large public housing complex built on the hill. Ideas such as to create community common 































1.2  研究の方法 
先ず，旗竿敷地の発生状況を町田市で確認する。ゼン
リン住宅地図文１）を用いて，敷地の形状などを確かめた
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特に独立住宅 88414 棟に占める旗竿敷地割合が 10%以








































































表２－３ 不整形の旗竿敷地割合の高い丁目 表２－４ 縦連続の旗竿敷地の多い丁目 
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図 3-2 民間開発団地の開発年代別旗竿敷地割合（％） 
 
 
網掛けは UR 団地周辺 50m の範囲 塗り潰しの住宅は旗竿敷地 
図 3-3 山崎団地南西部の UR 団地周縁部 50m の様子 















































































































 図 4-2 植栽の設置状況 







図 4-3 竿の形状別門扉の設置状況 
 















土地の供給量は Q1 から Q2 へ増加する。供給曲線は，限
界費用曲線でもあるので，敷地細分により戸当たりの費
用が安く抑えられることも意味する。よって，通常より













































































出所：総務省「平成 22 年国勢調査」 












































































性は，表 6-2 の通りである。 
 
表 6-1 鶴川３丁目の概要 
1.開発手法：鶴川土地区画整理事業（鶴川１～６丁目）
開発規模 121.3ha，施行者（日本住宅公団） 









項目 2010 年国勢調査 
人口/世帯数 1390 人，649 世帯 
年齢構成 15 才未満人口比率 13.9％ 
65 歳以上人口比率 21.4％ 
平均年齢 42.9 才 
世帯人員 単独世帯 267（41.1％） 
1 世帯あたり 2.1 人 
住宅の種類 持ち家 355 世帯（54.7％） 
民営借家 226 世帯（34.8％） 
住宅延べ床面積 0～29 ㎡  116 世帯（17.9％） 
30～69 ㎡ 138 世帯（21.3％） 
70～99 ㎡  157 世帯（24.2％） 
100～149 ㎡ 139 世帯（21.4％） 
150 ㎡以上  57 世帯（8.8％） 
居住年数 5 年未満  394 世帯(60.7%) 
20 年以上 380 世帯(58.6%) 


















図 6-1 自宅の形状 
 
6.2 旗竿敷地の居住者の居住環境評価 
 旗竿敷地の居住者は，年代的には 30 代，60 代の層が
やや多いが，年代的な特徴は見られない。家族の人数は，
１～２人の少人数が 56％と多い。一方，居住年数で見る





























































表 6-2 居住環境安全性・防犯性に関する調査項目 
 
表 6-3 居住環境快適性に関する調査結果 
 































旗竿敷地以外   旗竿敷地  
 
 
図 6-2 定住意識 
表 6-6 隣の敷地が取得できた場合の使い道 
 旗竿敷地 旗竿敷地以外
１位 住宅を広くする 庭にする 
２位 駐車スペースを広くする 駐車スペースを広くする
３位 庭にする 二世帯住宅にする
表 6-6 高齢期の住まい方の希望 
 旗竿敷地  旗竿敷地以外
１位 今の家に住み続けたい １位 今の家に住み続けたい
２位 わからない ２位 子どもとの近居









































































































































































































業代表者でもあった井上恭一氏への 2014 年 2 月 11 日実施
ヒアリング調査より。 
5) 傾斜角については，国土地理院の基盤地図情報より，町田


























朝日新聞デジタル 2015 年 5 月 5 日 
http://www.asahi.com/articles/ASH516D7WH51UTIL04Y.html 
（最終アクセス年月日：2015 年 8 月 9 日） 
 
＜参考文献＞ 









7） 原田 陽子 他：地方都市郊外戸建住宅地における複数区
画利用プロセスと空地利用の可能性，日本建築学会学術講
演梗概集 F-1, pp933-934, 日本建築学会,2006
